
第２１回ＩＳＯＥ運営委員会議事概要 

 

Ⅰ．月 日  ２０１１年１１月９日（水）～１０日（木） 

Ⅱ．場 所  ＯＥＣＤ本部（フランス）、ＣＣ５会議室 

Ⅲ．出席者 

［ＩＳＯＥ幹部会］ 

G. Abela(議長、フランス)、W. Harris(次期議長、米国)、T. Brock(副議長、米国)、 

S. Djeffal(副議長カナダ)、水町(元議長、日本)、B. Okyar、T. Lazo（ＯＥＣＤ／ 

ＮＥＡ）、J. Ma（ＩＡＥＡ） 

［ＩＳＯＥ技術センター］ 

C. Shieber、L. D’ascenzo、O. GUZMAN LOPEZ-OCON(ETC、欧州技術センター)、D. 

Miller(NATC、北米技術センター)、林田(ATC、アジア技術センター) 

［ＩＳＯＥ加盟国代表］ 

 １３カ国から１５名 

 

Ⅳ．議事概要 

はじめに、議事に先立ってＯＥＣＤ／ＮＥＡの吉村次長より挨拶があった。情報や経験

交換の重要性を述べるとともに、ＩＳＯＥがサイトにおける放射線防護に関する原発事故

の影響について議論する良い場であることが述べられた。 

 

１．関連国際機関の活動（ＯＥＣＤ／ＮＥＡ、ＩＡＥＡ） 

Lazo 氏がＮＥＡ／ＣＲＰＰＨ（放射線防護・公衆衛生委員会）の活動状況を紹介した。

福島関連の作業に焦点があてられており、福島事故における放射線防護専門家グループ（Ｅ

ＧＲＰＦ)が設立されたことが紹介された。ＩＡＥＡの Ma 氏は地域の ALARA ネットワーク、

渡り労働者の被ばく管理、等のＩＡＥＡにおける活動を紹介した。 

 

２．国別報告 

参加各国から、自国の原子力発電所における被ばく状況、被ばくに係わる事象や対策等

が紹介された。 

 

３．ＩＳＯＥ規約の更新 

現在のＩＳＯＥ規約（Terms and Conditions）の期限が本年 12 月までであり、更新され

た新規約（2012 年～2015 年）が採択された。 

 

４．２０１１年のＩＳＯＥの活動成果 

４つの技術センターを代表して、欧州技術センターの Shieber 氏が、以下のような 2011



年のＩＳＯＥの活動報告を行った。 

・ＩＳＯＥデータベース（被ばく線量データ）の収集・登録状況、 

・グラフ化機能（ＭＡＤＲＡＳ）の機能拡張等のデータベースの改良、 

・ＩＳＯＥ年次報告書の作成、 

・ＡＬＡＲＡシンポジウムの開催状況、 

・ＩＳＯＥネットワークウェブサイトの改良・開発状況 

 

５．データ分析ワーキンググループ（ＷＧＤＡ）の活動報告 

ＷＧＤＡ議長の Hennigor 氏が欠席のため、ＩＳＯＥ事務局の Okyar 氏がＷＧＤＡの活動

報告を行った。デコミ炉の被ばく線量データを、登録及び利用がしやすい形で収集するた

めの作業分類等の検討（デコミ・チーム）、ＣＡＮＤＵ炉の被ばく線量データ収集・登録の

ための標準的な作業の検討、等が行われた。 

 

６．ＩＳＯＥ年次報告書及び２０周年報告書の作成 

事務局から年次報告書の作成状況が紹介された。また、今年はＩＳＯＥの設立２０周年

にあたることから、これまでのＩＳＯＥの活動等をまとめた２０周年報告書を作成するこ

とが提案され、承認された。 

 

７．２０１２年活動計画 

４技術センターを代表して、欧州技術センターの Shieber 氏が、データ収集及びデータ

ベースの改善、シンポジウム開催、情報交換等に関する２０１２年の活動計画を提案し、

承認された。 

 

８．シビアアクシデント管理における放射線防護 

水町氏が福島事故の最新状況や作業従事者の被ばく状況等を紹介した。運営委員会は福

島事故に大きな関心を持っており、「シビアアクシデント管理及び事故後復旧における職業

放射線防護に関する特別専門家グループ 」(ＥＧ－ＳＡＭ)が設立された。 

 

９．今後の会合、シンポジウムの予定 

2012 年 4 月 16 日（月）       ビューロー、技術センター会合（フランス） 

2012 年  4 月 17 日（火）～18 日（水） WGDA（データ分析 WG）会合（フランス） 

2012 年  4 月 18 日（水）～19 日（木） EG-SAM（シビアアクシデント）会合（フランス） 

2012 年 11 月 12 日（月）～13 日（火） WGDA（データ分析 WG）会合（フランス） 

2012 年 11 月 13 日（火）       ビューロー、技術センター会合（フランス） 

2012 年 11 月 14 日（水）～15 日（木） ISOE 運営委員会（フランス） 

以上 


